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国営滝野すずらん丘陵公園
　 7月26日（木）～ 8月19日（日）
　滝野のクラフト体験教室
　　 小学生を対象とした夏休みの自由研究のお手伝いをするク
ラフトイベントを実施します。

　　　●参加費　有料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　 8～50名
　　　●場　所　森の工房
　　　●時　間　10:30～15:00
　　　※ 札幌軟石を使ったクラフト、フェルトのマスクを作るク

ラフト、革クラフトなど数々のクラフトを日替わりで行
います。クラフトの種類によって費用は異なりますので、
公園のHPもしくは公園にお問い合わせください。

　 7月28日（土）～ 8月15日（水）
　滝野公園サマーイルミネーション
　　 昨年から開催の、滝野の夏の夜を彩るイルミネーション。
今年は「宇宙」をテーマにイルミネーションの幻想的な世界
をお楽しみいただきます。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　中央口水の広場
　　　●時　間　18:00～21:00
　　　※ 公園の閉園時刻は 8月末まで18時ですが、イルミネー

ション会場のみ21時まで延長になります。
　 7月29日（日）
　たきの森フェス～2018Summer～
　　 滝野の森ゾーン東エリアを会場に森遊びや音楽ライブ、ラ
リーなどを開催します。今年は「“音の森”の音楽隊」として、
音をテーマに森を楽しんでいただきます。

　　　●参加費　無料、一部イベントは有料
　　　　　　　　（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン東エリア
　　　●時　間　10:00～16:00
※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）までお
問い合わせください。

7月13日（金）･ 14日（土）
国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所一般公開
　10:00～16:00　（国研）土木研究所寒地土木研究所
　　●入場無料
　※詳細は41ページをご覧ください。

7月21日（土）
フォーラム地方創生を超えて
人口減少時代に向き合う地域政策を考える
　14:00～16:30　北海道大学工学部フロンティア応用科学研究棟
　　　　　　　  2 階　鈴木章ホール
　※詳しくは42ページをご覧ください。

7月29日（日）
2018北海道スカイスポーツフェアin滝川
　主催／（公社）北海道スカイスポーツ協会
　※詳しくは43ページをご覧ください。
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　 5月号に続き今号にも梅田安治北大名誉教授
の風土論が紹介され、興味深く拝読。 5 月号冒
頭に書かれたオーギュスタン・ベルク先生には
当方も一年ほど仏語を習い、その後ベルク先生
の風景や風土に関する論考が愛読書の一つだっ
たことを思い出します。梅田先生は、今号でも
長年かかわりの深い農村空間で思索されたエキ
スを吐露されて、特に今回は 8 期計画で重点と
して取り上げられている生産空間の在り方につ
いて独自の哲学を語られています。コミュニティ
の時間的な連続というのは捩

ねじ

りながら藁
わら

を継い
でいく縄のようなものだ、と看破されたくだり
では膝を打ちました。人口減少時代に地方部に
定住するためには、風土への造詣と、希望と諦
観の入り混じった自覚的な視点が不可欠ですが、
先生のように存在感をもってそこにコミットさ
れた先達、哲人はあまり記憶にありません。待
望久しかった地方の時代の新しい 1 ページが始
まることを切に願う次第です。（草苅）
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